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高校生プロジェクト運営組織
　放課後当番制度
　イベント企画実施
　SNS発信
　利用者フィードバック収集

クローバー通り商店街
　空き家活用ノウハウ提供
　資金調達支援
　新規出店者連携支援
　地域活性化イベント共同参加

通学路で目にする空き家の増加、そして地域に不足する『居場所』。私たちは、この現状を変えるため、天竜区クローバー通
りの中心にあるRC造3階建ての空き家を、誰もが安心して過ごせる『心の居場所』、「天竜のふらっとハウス」として再生す
ることを提案します。ここは、単なる建物（ハード）ではなく、『安心』と『繋がり』という温かい体験（ソフト）を紡ぎ出
す拠点です。

06 運営体制と資金計画

1. 運営体制：地域との協働
本プロジェクトは、高校生が探究活動の一環として主体的に
運営に参画します。「放課後当番」として施設の開閉・見守
りを担い、実践的な学びと地域貢献の機会を得ます。地域関
係者と連携し、高校生と地域双方にメリットのある持続的な
体制を構築します。
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図　「天竜のふらっとハウス」運営体制

空き家が紡ぐ、中山間地域の『心の縁側』モデル

04 対象不動産

写真提供：浜松・浜名湖ツーリズムビューロー

天竜のふらっとハウス

02 対象地域・天竜区の課題と魅力

05 提案：ふらっとハウス

私たちが願う『豊かな暮らし』。 それは天竜の自然と人情が織りなす、心安らぐ『絆の日々』です。
しかし、地域は空き家が増え活気を失い、さらに『居場所』も不足しています。
この課題に対し、私たちは空き家を『心の縁側』、「天竜のふらっとハウス」として再生することを提
案します。ここは、誰もが安心して過ごせる『心の居場所』となるでしょう。
高校生と地域住民が共に育むこの一歩は、全国の中山間地域にとって、「帰りたくなる、住み続けたく
なるまち」を実現する道標となるでしょう。

中山間地域は、「農業地域類型別の人口構成」が示す通り、
人口流出と少子高齢化が急速に進み、空き家増加と地域活力
の喪失を招いています。この変化は地域コミュニティの絆を
希薄化させ、生活インフラの不便さも伴います。私たちは、
これを日本全体の未来を問う喫緊の課題と捉えています。
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図　農業地域類型別の人口構成
出典：農林水産政策研究所資料を基に作成
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天竜区は、天竜川の清流と「天竜美林」に代表される豊かな
自然、歴史・伝統文化が息づく魅力的な中山間地域です。し
かし、人口減少と空き家増加で活力を失い、住民孤立や学生
の『居場所』不足を招いています。
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天竜川と天竜区

浜松市天竜区二俣町のクローバー通り商店街は、明治時代か
ら続く歴史を持ち、地域交流を育んできました。
空き店舗は現在も多く存在しますが、近年、浜松市や商工会
議所と連携し、伴走支援やリノベーションスクールを通じ
て、昭和レトロな建物を活かした「森のマルシェきころ」、
「NICO BASE」、「みんなのアトリエいもほり」など複数
の店舗がオープンし、活気を取り戻す動きが見られます。
しかし、こうした活気の動きが見られる一方で、学生が気軽
に立ち寄れる『居場所』や、地域住民が日常的に安心して過
ごせる休憩スペースは依然として不足しており、特に地域住
民にとっての『居場所』の必要性が高まっています。
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森のマルシェきころ

生鮮食品や地域産品を販売し、ギャ
ラリーなども備えた地域に活気をも
たらす賑わいの拠点です。

NICO BASE

自家焙煎コーヒー豆や、天竜区の食
材を活用したハンバーガーなどを提
供しています。

みんなのアトリエいもほり

親子で過ごせるコミュ
ニティスペースで、保
育士資格を持つスタッ
フが常駐しています。 対象：空き不動産

本提案の対象とする空き不動産は、天竜区クローバー通りの
中心部に位置するRC造3階建ての建物です。1階はかつて店
舗、2・3階は貸しオフィスとして利用されていたと推測さ
れ、それぞれ広い間口や開放的な空間、比較的静かで集中し
やすい空間構造が特徴です。
この物件は、クローバー通り商店街の活性化が進むエリアの
中心にあり、駅や学校からもアクセスしやすい立地です。築
年数は経過していますがRC造であるため構造的に安定して
おり、リノベーションによって新たな価値を生み出す可能性
を秘めています。

1階：『まちの縁側』としての交流空間

開放的である店舗空間を活かし、地域住民や来訪者が気軽に立ち寄れるフリ
ースペースとします。天竜材の温もりある縁側や地元特産品コーナーを配
し、地域情報掲示板や交流ノートで自然な会話や情報交換を促します。地域
に不足する居場所を提供し、木工体験や手芸教室など、賑わいのあるワーク
ショップや交流活動も展開します。

2階：知のひろば（学習・集中フロア）

元オフィス空間を、学生がテスト前に集中して勉強できる自習スペースや、
グループ学習ができるエリアとして整備します。静かで集中できる環境を最
重視し、学習に最適な照明や電源を確保します。さらに、地域住民が講師と
なり、学生向けの学習支援やキャリア相談を行う場としても活用すること
で、知的な交流を深めます。

3階：憩いの空間（リラックス・多目的フロア）

夏場の猛暑時には、冷房設備を完備したクールシェアスポットとして開放
し、地域住民が安全に涼める場所を提供します。冬季には暖房設備を完備
し、暖かく過ごせるヒートシェアスポットとしても機能させます。 最も静
かで落ち着いた空間として、読書や瞑想、静かな展示など、リラックスでき
る多目的な利用を想定します。特に、安全・快適な避暑地・避寒地としての
機能は、地域の安全と活気を取り戻す一助となります。

既存の「森のマルシェきころ」が“にぎわいの拠点”であるのに対し、
「ふらっとハウス」は“静かに過ごせる居場所”を目指します。この明確
な役割分担により、商店街全体の多様なニーズに応え、「きころ」の賑わ
いと「ふらっとハウス」の安らぎが相互に補完し合い、クローバー通り全
体の魅力を高めます。

天竜区の空き家を『心の居場所』「天竜のふらっとハウス」
として再生することで、地域に新たな未来を拓きます。高校
生が主体となり地域と協働する本プロジェクトは、天竜区に
『心の繋がり』と『豊かな暮らし』を育むだけでなく、全国
の中山間地域が「帰りたくなる、住み続けたくなるまち」を
実現する、持続可能なモデルとなることを目指します。

07 天竜のふらっとハウスが描く未来

2. 資金計画：多角的なアプローチ
初期費用は、市の補助金や各種助成金、寄付等で確保しま
す。運営費用は、物販収益、ワークショップ参加費、少額寄
付により賄い、持続可能性を図ります。

3. 物件確保戦略：「短期お試し利用」
空き家オーナーの不安解消のため、「短期お試し利用」を提
案し、物件の円滑な確保と本格利用へと繋げます。

出典：国土地理院撮影の空中写真
クローバー通り


